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施設毎の医師数の年次推移
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2007年、2008年全国アンケート調査との比較

2009年 2008年 2007年
対象施設 1157 1177 1281
有効回答(%) 823 (71.1) 853 (72.5) 794 (62.0)
分娩数

1施設あたり 499.8 474.8 446.3
常勤医1名あたり 88.9 98.3 98.4
帝王切開率 (%) 22.5 21.9 NA

分娩取扱い病院勤務医の就労環境

帝 切開率 (%) 22.5 21.9 NA
25.0 24.2 NA

1施設あたりの医師数

常勤医 5.6 4.9 4.5
（うち女性医師%） 1.8 (32.1) 1.5 (30.6) NA
非常勤医師 1.9 1.9 1.5

51.6 52.1 NA
317.1 317.7 NA

当直

回数（／月） 6.0 5.9 6.3*
睡眠時間(h） 4.8 4.7 NA

母体搬送受入数

常勤助産師数

当直を除く1週間の勤務時間

1ヶ月間の推定在院時間**

施設は減少、勤
務医師は微増．
勤務時間の改善
はない翌日勤務緩和(%) 156 (19.0) 142 (16.7) 58 (7.3)

手当増額(%) 144 (17.5) 124 (14.5) 73 (9.2)
分娩手当(%) 339 (41.2) 230 (27.0) 61 (7.7)
特殊手当(%) 143 (17.4) 110 (12.9) 41 (5.2)
ハイリスク加算の還元(%) 39 (8.2)*** 66 (7.7) 5 (0.6)

346 (42.0) 256 (30.0) NA
* 2006年度定点調査より換算 NA: not applicable

***ハイリスク加算の請求がある473施設における頻度

**当直における拘束時間を16時間として算出

クラークの配備(%)

日本産婦人科医会勤務医部全国調査2009年８月

はない．
待遇面は緩やか
な改善．
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周産期母子医療センターの概要

総合 地域 一般 total
対象施設 75 234* 848 1157
有効回答 (%) 62 (82.7) 167 (71.4) 594 (70.1) 823 (71.1)
分娩数

1施設あたり 816.9 577.8 460.3 499.8
常勤医1名あたり 60.8 77.0 103.7 88.9
帝王切開率 (%) 35.3 29.1 22.2 22.5

母体搬送受入数 119.8 53.9 28.1 25.0
1施設あたりの医師数1施設あたりの医師数

常勤医 13.2 7.5 4.3 5.6
（うち女性医師） 5.2 2.8 1.2 1.8
非常勤医師 2.4 1.3 2.1 1.9

常勤助産師数 30.7 17.8 11.4 14.2

当直を除く1週間の勤務時間 55.2 54.4 50.5 51.6
1ヶ月間の推定在院時間** 318.2 317.9 318.8 317.1
当直

日勤・夜勤交代制 (%) 4 (6.5) 4 (2.4) 39 (6.6) 47 (5.7)
回数（／月） 5.1 5.3 6.4 6.0
睡眠時間(h） 3.8 4.6 4.9 4.8
翌日勤務緩和 (%) 21 (33 9) 40 (24 0) 95 (16 0) 156 (19 0)翌日勤務緩和 (%) 21 (33.9) 40 (24.0) 95 (16.0) 156 (19.0)
手当増額 (%) 7 (11.3) 36 (21.6) 101 (17.0) 144 (17.5)

分娩手当 (%) 17 (27.4) 82 (49.1) 240 (40.4) 339 (41.2)
特殊手当 (%) 13 (21.0) 35 (21.0) 95 (16.0) 143 (17.4)
産科医療確保事業による補助 (%) 20 (32.3) 70 (41.9) 215 (36.2) 305 (37.1)
ハイリスク加算の還元 (%)*** 6/44 (13.6) 15/115 (13.0) 18/314 (5.7) 39/473 (8.2)
クラークの配備 (%) 39 (52.0) 95 (40.6) 212 (25.0) 346 (42.0)
* 237施設中産婦人科のない3施設は除く

**当直における拘束時間を16時間として算出

***ハイリスク加算の請求がある施設における頻度
日本産婦人科医会勤務医部全国調査2009年８月
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女性医師支援に関する調査結果の比較

2009年 2008年
対象施設 1157 1177
有効回答(%) 823 (71.1) 853 (72.5)
集計された女性医師総数 1503 1259
妊娠・育児中の女性医師数(%) 475 (31.6) 413 (32.8)
院内保育所 設置状況 女性医師のう院内保育所の設置状況

設置される施設(%) 436 (53.0) 399 (46.8)
病児保育(%) 85 (10.3) 80 (9.4)
24時間保育(%) 134 (16.3) 111 (13)
利用者数(%)* 163 (34.3) 163 (39.5)

代替医師派遣制度(%) 79 (9.6) 110 (12.9)
妊娠中の勤務緩和

制度がある(%) 378 (45.9) 388 (45.5)
軽減される妊娠週数 22.5 23.3

女性医師のう
ち、31.5％が
妊娠・育児中．
院内保育所の
導入率は上昇
したが、女性
医師の利用者軽減される妊娠週数 .5 3.3

実績人数(%)* 442 (93.1) 371 (89.8)
育児中の勤務緩和

制度がある(%) 363 (44.1) 346 (40.6)
軽減される期間（月） 17.5 15.3
実績人数(%)* 350 (73.7) 260 (63.0)

*妊娠・育児中の女性医師における頻度

日本産婦人科医会勤務医部全国調査2009年８月

医師の利用者
数は減少．

病院、診療所の取扱い分娩数の年次推移
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全国の分娩の50%は病院、
50%は診療所
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病院、診療所の帝王切開率の推移
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全国の帝王切開率18.4％

都道府県毎の診療所分娩が占める割合

64.6

70.8
68.6

61 3

64.3

68.5

73.7

77

67.8

61.7

68.1
6670

80

90

（％）

41.3

54

47.9

51.4

31.4

40.8

56.6

43.5

53.9
51.8

59.2

30.1

36.5
37.9

28.1

56

49.249.8

41.1

53.2

58.1

61.3

39.4
41.5

51.6
54

40.8 41.5

49.7 50

55

25.4

56

47.5

6 .7

52.952.7

20

30

40

50

60

0

10

北
海

道

青
森

県

岩
手

県

宮
城

県

秋
田

県

山
形

県

福
島

県

茨
城

県

栃
木

県

群
馬

県

埼
玉

県

千
葉

県

東
京

都

神
奈

川

山
梨

県

長
野

県

静
岡

県

新
潟

県

富
山

県

石
川

県

福
井

県

岐
阜

県

愛
知

県

三
重

県

滋
賀

県

京
都

府

大
阪

府

兵
庫

県

奈
良

県

和
歌

山

鳥
取

県

島
根

県

岡
山

県

広
島

県

山
口

県

徳
島

県

香
川

県

愛
媛

県

高
知

県

福
岡

県

佐
賀

県

長
崎

県

熊
本

県

大
分

県

宮
崎

県

鹿
児

島

沖
縄

県

大都市圏を除き西高東低
日本産婦人科医会施設情報調査2009



6

都道府県毎の診療所分娩率と母体搬送受入数
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都道府県毎の診療所分娩率と病院勤務医の就労時間
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都道府県毎の診療所分娩割合と周産期死亡率

6

7
周産期死亡率

R2 = 0.0018
1

2

3

4

5

0

20 40 60 80

診療所分娩の割合

人口動態調査2009年
日本産婦人科医会施設情報調査2009

診療所分娩率と早期新生児死亡率
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診療所分娩率は何に影響され増減するか？

診療所分娩率と分娩費用
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診療所分娩率と県民所得
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日本産婦人科医会「施設情報2009」より分娩取扱い診療所医師の年齢、性別分布
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産婦人科医師の年齢、性別分布
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新人医師の70 ％は女性
産婦人科医師の年齢、性別分布
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女性医師が診療所勤務に移行すれば？

産婦人科医師の年齢、性別分布
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病院勤務医師は25 ％減少する
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未来予想図

施設毎の分娩数の推移
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未来予想に重要なことは原因と結果です。現在の危機的状況はその勤務
体系がもたらした結果です。したがって、より急速な勤務医就労環境の

病院分娩数ー20 ％ 病院、診療所機能分化が進む

病院勤務医師減少に対し、施設機能をより明確にし、搬送システム向上、広
域搬送システム確立など救急体制の強化。
オープン、セミオープンシステム、地域パス、院内助産を推進する。
有床診療所開設、運営への支援。

体系 も 結果 す。 、 り急速な勤務医就労環境
改善を行なわなければ、同じ10年をくり返すでしょう。

中井章人未来予想研究所？2010年１月
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日本産科婦人科学会医療改革委員会

グランドデザイン（抜粋）

目標： 20年後、90万分娩に対応する。

人員増員：
新規産婦人科専攻医、年間最低500名を確保。
助産師養成数を年間2000名以上まで増員。

医療供給体制の維持：医療供給体制 維持

分娩管理の効率化と多様性を確保するため分娩数
全体の2分の1から3分の2を産科診療所等の産科専
門施設で担当する。


